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Ｑ１"搬県鵬に=言､200碑に鋤ことば？

県民165人巻頭アンケート結果

⑤子どもたちの笑顔が見られる住みよい県として

いただきたい

｡環境に配慮した幾業を推進してほしい。

④行政体制のスリム化､合理化。

③なぎさ公園のゴミ箱に家庭の各種ゴﾐを捨てる人、

各町のゴミ分別収集日を守らず､かつ分別しな

い人がいまだにおられますが､これをなくす事が

環境県･滋賀に今一番必要なものと思います。

．若い世代が安心して子どもを産み育てることの

できる環境づくりを実現して頂きたい｡少子化対

策｡乳幼児医療没助成｡幼稚園･保育所の整備。

③子どもたちが心身ともに健全になり､やりがい

や居場所がもてるような滋賀県にしてほしいで

す。

⑳将来を担う子供たちにとってもっといい環境(状

況)つくりをしてほしい｡教育､遊び及び遊び場、

環境(自然､体験､ECO等)､産業の育成､保育

園の整備等

●京都から引っ越してきて痛感しているのは､図

書館が非常に少ないことです｡移動図書館も

ほしいです。

でも､感動したのは｢琵琶湖博物館｣。滋賀県

は世界に誇れる県であることを､気付かせる施

設を作って欲しい。

、開発行為は､地域の歴史や記憶､特色､大地

の性格を無視せず､また地元住民と充分話会

いを行いながらやってほしい｡滋賀県にしかな

いモノを失わないように。

●ゆとり教育が見直されようとしている｡本当に

学力をあげるためには滋賀県では小学校一年

から9年間琵琶湖や農業をフィールドに考える

子供を育てるために漁師や有機農家､NPOの

協力を得ながら地域の顔の見える特徴のある

教育を１

，市町村合併の意味と､合併する前後の福祉制

度の変化を明確にして表示してほしい。

⑬歴史と文化を重んじ教育立県を目指してほしい。

●外来魚の徹底駆除を行い｢めだか王国｣の建

設をお願いします。

●自然災害の少ない滋賀県ではいざ災害が起こ

ればパニックになると思います｡そのためのマ

ニュアルを作ってくれませんか？

ｑ＜＜中面につづく

く

二

BＩＷＡＣＨＡＮ

『ヤ

幻Ｉ

淡海ネットワークセンター
淡海ネットワークセンターは､県内の市民活動､ＮＰＯをサポート・ネットワークしています｡〉
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エコ体験施設

プロｽー ﾂｽﾀｱﾑ
遊園地

有名ブランド店
その他
ｌＴ企業

２年間続けた巻頭アンケートは、毎月150人から最

も多いときは377人ものみなさんからお答えを頂戴し

ました。ありがとうございました。

今月の「滋賀のいいところ」アンケートでは、「知

事に一言2005年に望むこと」についてたくさん書

き送って頂きました。みなさんの関心の強い事柄は、

どこにあるのかを伺えたようです。

やはり、琵琶湖を中心とした生態環境が大切だと

いう思いが強いようです。一方、生活や社会環境で

は、子どもが育つ環境づくりに関心が寄せられてい

ます。学校教育を特集した38号のアンケートは回答

数が最も多かったですし、今回の「知事に一言…」

でも、子育て・子どもの教育の意見が多かったので

す。一言ですから、具体の提案は書けないのですが、

ゴミやエネルギーまで含めて自然環境の保全に関す

ることと読めば、自然環境と教育の２つが県民の大

きな関心事であると思われます。問４の滋賀県に一

番欲しい施設に「エコ体験施設」を４割もの方が選

ばれたのは、自然環境と生活環境の融合点を探りた

いという知的欲求が強いからとも受け取れます。

台風や水害が多発したこともあって、エネルギー

と地球温暖化といった地球規模の問題がまた関心を

集めていますが、目を転じればその原因は、地域に

起こっている近年の生活変化から感じることができ

るでしょう。身近な生活での改善が解決のひとつと

して有効であるということに気づけば、エコな生活

体験は日常のなかで見つけることができるでしょう。

グローバル（世界）を見て、ローカル（生活地域）

で行動しようと言われるが、身近で考え、身の回り

から変えていくことの方がより確実な気がします。

滋賀県知事に-言､2005年に望むことは？
県民１６５人巻頭アンケート結果
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Q4.滋賀県の一番良いと思う点は？
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C◎側『園ＮＴＳ
巻頭コラム③アンケートから考える

シンク．ローカル

アクト｡ローカル……⑪

特集･Oh1Me1Eyes…、

KIRARl☆lNTERVIEW…、
私たち｢きらり｣輝いています1NPO

eNPO法人ぽぽハウス｢子育て支援部」(福祉）

●長浜み～な編集室(文化）

、滋賀会館シネマホールﾌｧﾝクラブ(文化）

がんばれ!NPO応援団…、
【めとてと☆コラボ】

【おうみネット講座･心の通う情報誌づくり】

【ＯＮＬＹＯＮＥリレーエッセイ】

【スローグッズ探検隊】

行って来て見て情報ＢＯＸ
３月･４月………………。

アンケート：携帯情報メール発信会社「i2メール」協力
県民：165名（回答数）
男性Ｂ２名女1性フＢ名性別不明27名１０代：１名２０代：１９
名３０代：５６名４０代：３７名５０代以上：１４名不明：３８名

ノ

【５月号のアンケート】
次回５月号は若者をテーマにした巻頭アンケートを実施します。
読者の皆さんもぜひ、アンケートにご協力ください。詳しくは
｢センターインフォメーション」をご覧下さい。

※いただいた「知事に一言…」は、国松知事にお渡しします。
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営
を
行
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
が
「
指

定
管
理
者
制
度
」
で
す
。

ま
た
、
公
の
施
設
に
関
す
る
管
理
者
の
権
限
の

範
囲
に
つ
い
て
の
考
え
方
も
転
換
さ
れ
て
、
施
設

の
利
用
許
可
と
い
っ
た
権
力
性
の
あ
る
事
務
に
つ

い
て
、
指
定
管
理
者
が
一
部
代
行
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
利
用
料
金

制
度
（
注
３
）
の
採
用
や
、
条
例
の
範
囲
内
で
利

用
料
金
を
設
定
で
き
る
な
ど
、
制
度
の
つ
く
り
か

た
に
よ
っ
て
は
管
理
者
の
裁
量
が
大
い
に
広
が
る

可
能
性
を
持
っ
て
い
ま
す
。

地
方
自
治
体
は
、
二
○
○
六
年
九
月
ま
で
の
猶

予
期
間
の
間
に
、
現
在
委
託
し
て
い
る
公
の
施
設

の
管
理
に
つ
い
て
、
直
営
に
戻
す
か
、
指
定
管
理

国

指
定
管
理
者
制
度
は
、
地
方
自
治
体
が
設
置
す
る
「
公
の
施
設
」
（
注
１
）
を
、
民
間
事
業
者
を
含
め
た
多
様
な
団
体
が
管

理
し
、
運
営
で
き
る
よ
う
に
し
た
制
度
で
す
。
二
○
○
三
年
九
月
の
地
方
自
治
法
改
正
に
よ
り
導
入
さ
れ
ま
し
た
。
公
共
施

設
管
理
の
新
た
な
担
い
手
と
し
て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
も
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

指
定
管
理
者
制
度
へ
の
移
行
期
限
は
二
○
○
六
年
九
月
で
す
の
で
、
現
在
滋
賀
県
内
の
各
自
治
体
で
は
本
格
導
入
へ
向
け

て
の
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
回
の
「
お
う
み
ネ
ッ
ト
」
で
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
活
動
に
指
定
管
理
者
制
度
が
ど
の
よ
う

に
影
響
す
る
の
か
に
つ
い
て
、
実
際
の
事
例
を
み
な
が
ら
考
え
て
み
ま
し
た
。
（
事
務
局
笹
山
衣
理
）

公
共
施
設
の
管
理
運
営
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ

～
指
定
管
理
者
制
度
を
知
っ
て
い
ま
す
か
～
～

「
尼
崎
帝

，
ト
レ
吟

一
Ｎ
Ｐ
Ｏ
誌
上
講
座

者
制
度
を
導
入
す
る
か
の
選
択
を
迫
ら
れ
て
お
り
、

公
の
施
設
に
関
す
る
条
例
を
改
正
し
、
指
定
管
理

者
を
指
毒
定
す
る
た
め
の
具
体
的
な
作
業
を
す
す
め

て
い
く
段
階
を
迎
え
て
い
ま
す
。

「
指
定
管
理
者
制
度
」
は
、
こ
れ
ま
で
の
「
管

理
委
託
制
度
」
（
注
２
）
に
代
わ
る
も
の
と
し
て
導

入
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
は
、
施
設
の
管
理
者

は
公
共
団
体
、
公
共
的
団
体
、
政
令
で
定
め
る
出

資
法
人
に
限
定
さ
れ
て
い
て
、
施
設
の
設
置
管
理

条
例
に
記
載
さ
れ
た
特
定
の
団
体
が
、
独
占
的
に

毎
年
管
理
業
務
を
請
け
負
っ
て
き
ま
し
た
。
法
改

正
に
よ
っ
て
そ
の
枠
が
取
り
外
さ
れ
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な

ど
民
間
事
業
者
を
含
め
た
多
様
な
団
体
が
管
理
運

指
定
管
理
者
制
度
と
は

心 我

Ｎ
Ｐ
Ｏ
誌
上
講
座

瞳謹婁ＯｈｌＭｅｌ巳ｿョョ

‘
ト
レ
ビ
エ
屋
の
例

０で
は
、
実
際
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
施
設
の
管
理
者
と
な

る
ま
で
に
、
ど
の
よ
う
な
準
備
が
必
要
な
の
で
し

ょ
う
か
。
二
○
○
四
年
七
月
か
ら
「
尼
崎
市
立
女

性
・
勤
労
婦
人
セ
ン
タ
ー
『
ト
レ
ピ
エ
』
の
管
理

「
尼
崎
市
立
女
性
・
勤
労
婦
人
セ
ン
タ
ー

で

心沙

↑
次
ペ
ー
ジ
へ
つ
づ
く

③2004年７月からＮＰＯ法人男女共同参画ネット尼崎が指定管

理者となった尼崎市立女性・勤労婦人センター「トレピエーＩ



れ
ま
せ
ん
。
で
も
、
講
座
の
企
画
な
ど
の
ソ
フ
ト

の
部
分
は
、
私
た
ち
の
経
験
が
一
番
活
か
せ
る
と

こ
ろ
で
、
施
設
の
設
置
目
的
を
踏
ま
え
た
十
分
な

提
案
が
で
き
た
と
思
っ
て
い
ま
す
」
。

指
定
管
理
者
と
な
る
こ
と
の
意
義

自
分
た
ち
の
思
い
を
自
分
た
ち
の
手
で

実
現
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、

本
当
に
す
ば
ら
し
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

特
集
一
○
三
三
の
編
ビ
の
、

て
、
二
○
○
三
年
九
月
に
法
人
格
を
取
得
し
ま
し

た
。

「
ま
ず
は
実
績
を
つ
く
ら
な
け
れ
ば
、
と
考
え
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
設
立
総
会
以
降
、
講
座
な
ど
い
ろ

ん
な
自
主
事
業
を
積
み
重
ね
ま
し
た
。
女
性
団
体

協
議
会
と
し
て
は
実
績
が
あ
る
の
で
す
が
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
と
し
て
の
実
績
は
ゼ
ロ
で
し
た
か
ら
。

そ
し
て
、
単
に
建
物
の
管
理
だ
け
を
考
え
る
の

で
な
く
、
私
た
ち
だ
っ
た
ら
ど
ん
な
女
性
セ
ン
タ

ー
を
創
る
の
か
、
こ
こ
か
ら
ど
ん
な
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
発
信
す
る
の
か
、
そ
の
た
め
に
具
体
的
に
ど
の

よ
う
な
事
業
を
し
て
い
く
の
か
計
画
を
立
て
、
そ

れ
を
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
よ
う
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
の
準
備
を
念
入
り
に
行
い
ま
し
た
」
。
ト
レ
ピ
エ

の
場
合
、
男
女
共
同
参
画
ネ
ッ
ト
を
含
め
て
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
二
団
体
、
企
業
四
社
か
ら
の
応
募
が
あ
り
ま

し
た
。
書
類
審
査
と
公
開
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
に
よ
っ
て
「
総
合
力
」
「
管
理
能
力
」
「
事
業
能
力
」

「
コ
ス
ト
」
の
四
項
目
に
つ
い
て
審
査
さ
れ
た
そ
う

で
す
。
「
建
物
管
理
に
つ
い
て
私
た
ち
は
素
人
で
す

運
営
を
行
っ
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
男
女
共
同
参
画
か
ら
、
積
算
の
仕
方
も
よ
く
分
か
ら
な
い
。
ビ
ル

ま
し
た
。
同
法
人
は
一
九
九
二
年
に
設
立
さ
れ
た
け
節
約
す
る
よ
う
に
し
ま
し
た
が
、
こ
の
点
で
は

ネ
ッ
ト
尼
崎
理
事
の
内
田
信
子
さ
ん
に
お
聞
き
し

管
理
に
詳
し
い
知
り
合
い
に
相
談
し
、
で
き
る
だ

尼
崎
市
女
性
団
体
協
議
会
の
役
員
が
中
心
に
な
っ
ビ
ル
管
理
に
た
け
た
企
業
に
負
け
て
い
た
か
も
し

、，

内
田
さ
ん
が
語
る
と
お
り
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
専
門
性

は
、
建
物
管
理
と
い
う
ハ
ー
ド
面
よ
り
も
ソ
フ
ト

事
業
で
よ
り
活
か
さ
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

そ
れ
な
ら
ば
ソ
フ
ト
事
業
だ
け
受
託
し
た
方
が
い

い
の
で
は
な
い
で
す
か
、
と
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
こ

ん
な
答
え
が
返
っ
て
き
ま
し
た
。

「
建
物
も
三
十
年
ぐ
ら
い
経
っ
て
お
り
、
正
直

言
っ
て
機
械
類
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
な
ど
素
人
が
管

理
す
る
に
は
難
し
い
部
分
も
あ
り
ま
す
。
貸
館
業

務
は
手
間
が
か
か
り
ま
す
し
、
平
等
利
用
の
確
保

ｌ指定管理
一

ｒ

●注ｌ「公の施設」

「地方公共団体が設置する施設のうち、住民の福祉を増進する目的をもってその利用に

供するための施設」のことで、具体的には体育館、野球場などのスポーツ施設、美術館、

図書館、社会福祉施設、病院、公園、公民館などがこれにあたります。滋賀県立の施設は

92施設と公表されましたが、市立、町立の施設を含めると、滋賀県内には約1,200の公の

施設があるといわれています。 ●ＮＰＯ法人男女共同

了

〆

●注３「利用料金制度」
施設管理者が利用料収入を自らの収入とすることができる制度。利用者が増えれば収入

が増えるため、管理者の経営意欲を高める効果があると考えられます。

ノ

●注２「管理委託制度」

施設管理者は自治体から管理委託料を受け取り､基本的に自治体が示す仕様書に沿って、

契約内容を誠実に履行することが求められます。事業の成果や責任は最終的に自治体に帰

すものとされます。

｜

、



３月１８日（金）に「市民活

動・ＮＰＯのための指定管

理者制度セミナー」を開催

します。

詳しくはＰ１１「CENTER

lNFORMATlON」をご覧く
ださい。

特集

、

されることになっています。

に
も
気
を
遣
っ
て
い
ま
す
。
で
も
、
そ
れ
で
利
用

者
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
こ
と
が
で
き

ま
す
し
、
そ
の
人
た
ち
と
の
関
係
が
よ
り
深
ま
っ

て
一
緒
に
活
動
で
き
る
の
が
う
れ
し
い
で
す
。
施

設
の
管
理
も
含
め
て
全
体
を
管
理
し
て
こ
そ
提
供

で
き
る
サ
ー
ビ
ス
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
」
。

刀○l｢)１Ｍ己にｙ調

「
以
前
は
利
用
者
の
立
場
で
、
女
性
に
関
わ
る

問
題
に
つ
い
て
こ
ん
な
取
組
み
を
し
た
方
が
い
い

市
民
と
〈

市
民
と
の
か
か
わ
り

●尼崎市女性・勤労婦人センター「トレピエ」

多目的ホール、学習室、視聴覚室、ＯＡルーム、調理室、フィットネ
スルーム、情報室などを備える。女性の自立と社会参加を支援し男女
共同参画社会の実現を目指して、相談事業、講座・講演会開催、啓発、

情報収集などを行っている。

L－－－－４

と
提
案
す
る
側
で
し
た
。
指
定
管
理
者
と
な
っ
た

こ
と
で
、
セ
ン
タ
ー
の
事
業
を
通
し
て
、
こ
う
い

っ
た
思
い
を
、
自
分
た
ち
の
手
で
実
現
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
の
は
、
本
当
に
す
ば
ら
し
い
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
」
と
内
田
さ
ん
が
語
る
よ
う
に
、
施

設
の
管
理
運
営
を
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
担
う
こ
と
は
、
市
民

が
公
共
の
政
策
に
参
画
す
る
こ
と
だ
と
も
言
え
ま

す
。

一
方
で
は
「
民
間
に
任
せ
て
本
当
に
施
設
の
平

等
利
用
を
確
保
し
、
公
共
性
を
保
つ
こ
と
が
で
き

る
の
か
」
と
の
声
も
あ
が
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

民
間
事
業
者
が
勝
手
な
こ
と
を
し
な
い
よ
う
に
と
、

管
理
者
の
業
務
や
施
設
管
理
の
基
準
を
条
例
や
規

則
で
こ
と
細
か
に
定
め
て
し
ま
う
と
、
法
改
正
に

よ
っ
て
期
待
さ
れ
て
い
た
事
業
者
の
専
門
性
や
市

民
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
柔
軟
性
が
活
か
さ
れ
な

い
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
施
設
の
今
後
の

あ
り
方
を
方
向
づ
け
る
う
え
で
も
、
条
例
や
規
則

を
ど
の
よ
う
に
つ
く
る
か
が
た
い
へ
ん
重
要
に
な

り
ま
す
。
自
分
た
ち
の
地
域
に
あ
る
施
設
を
ど
う

創
り
、
活
か
す
の
か
、
市
民
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
側
か
ら

も
関
心
を
持
ち
、
市
、

ノ

脈
削
棚
蝋
加
州
声
紬
峰
癖
畔
串
》

る
よ
う
に
積
極
的
に
肱
趣
圭
洲
ⅧＮ

関
わ
っ
て
い
く
こ
と
金
の
ミ
－
利

く
Ｏ
セ
沖
Ａ

が
大
切
で
は
な
い
で
唖
昨
賑
魂
“
叩
蛤

し
よ
う
か
。
月
・
者
ま
し
ｍ
乱

行
３
動
理
し
詳
胴
だ

、

指定管理者制度導入のスケジュール
(滋賀県立施設の指定管運者制度導入ガイドラインより）

滋賀県の動き

滋賀県では、２()0.1年l()｝lに「県立施

設の指定特理将制陛導入ガイドライ

ン」を策定し、制喚禅人に向けた基本

的な考え方を示しました。この中で、

｢設侭篠理条例改ｌＥにかかる議会への

提案方式としては、佃別条例ごとに改

I服する方式を前提として作業を進める

こと」と記され、「指定管理者が行う

業務の範朋」「脂定符叫符の指定の手

続」「施設の符JIMのﾉ‘駁Iii」などの具体

的な内容については、施投を拠当する

行部局で検討し、2005年６月の県議会

に施設の設祇符J1M条例の改正案が提出

雨

ノ

・2004年1０月指定管理者制度導入ガイドラインの策定

・2004年１０月～各部局で制度導入に向けた検討

、2005年6月施設の設置管理条例の改正（県議会の承認）

・2005年７月～８月指定管理者の募集

・2005年9月候補者の選定

・2005年1０月仮協定

，2005年1２月指定管理者の指定／債務負担行為（県議会の承認）

・2005年１２月～県民への周知

・２００６年2月2006年度当初予算（県議会の承認）

・２００６年3月協定締結

・２００S年４月指定管理者による管理開始

※これは、滋賀県立施設に関するもので、市立・町立施設のスケジュールとは異なります。

滋賀県指定管理者制度についてのホームページアドレス
http://www･pref､shiga,jp/gyokaku/shiteikanri／

守



子
ど
も
は
す
ご
く
変
わ
り
ま
す
。

字

子育て支援部NPO法人ぽぽハウス
代表③山脇玲子

設立、1999年９月

会員、12名

連絡先③彦根市小泉町300-9
TEL：0749-21-0664

FAX：0749-27-9888

お
母
さ
ん
が
は
じ
け
る
と
、

秘
た
ち

『福祉NPO法人ぽぽﾊｳｽ｢子育て支援部」－－－

亀

ｅ遊びを通じて親子の成長を支え

る「子育て支援瓢業」の様子

「
ぼ
ぼ
ハ
ウ
ス
子
育
て
支
援
部
」
は
、
正
に
介
謹

保
険
小
業
を
行
う
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ぽ
ぽ
ハ
ウ
ス

の
一
組
織
で
す
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ぽ
ぽ
ハ
ウ
ス
は
。
Ｈ
分

た
ち
が
生
き
て
い
て
良
か
っ
た
」
と
言
え
る
街
づ
く

り
』
を
目
指
し
て
、
一
九
九
九
年
四
月
に
発
足
し
ま

し
た
。
現
在
子
育
て
支
援
部
で
中
心
と
な
っ
て
活
動

し
て
い
る
の
は
、
久
木
さ
ん
と
柵
井
さ
ん
。
お
二
人

現
在
「
ぼ
ぼ
ク
ラ
ブ
」

は
彦
根
を
大
き
く
四
地
区

に
分
け
各
地
域
で
開
催
し

て
い
ま
す
。
ま
た
地
域
で

つ
な
が
っ
て
も
ら
う
こ
と

が
大
切
と
、
要
望
が
あ
れ

ば
お
も
ち
ゃ
を
ワ
ゴ
ン
車

に
い
っ
ぱ
い
積
ん
で
、
「
サ

ポ
ー
ト
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
」
と
し
て
出
か
け
て
い
き
ま

す
。
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
を
し
た
こ
と
で
、
地
域
に
い
ろ

い
ろ
な
動
き
も
出
て
き
て
い
る
と
か
。

Ｈ
下
の
悩
み
は
、
「
ぽ
ぽ
ク
ラ
ブ
」
へ
の
参
加
希

望
が
多
い
の
に
対
応
し
切
れ
て
い
な
い
こ
と
。
し
か

し
、
こ
れ
ま
で
「
ぽ
ぽ
ク
ラ
ブ
」
に
参
加
し
た
お
母

さ
ん
が
活
動
を
さ
さ
え
る
側
に
ま
わ
る
と
い
う
こ
と

も
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
弓
ぽ
ぽ
ク
ラ
ブ
』
を
継
験
さ

れ
た
お
母
さ
ん
た
ち
は
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
職
い
と
評

判
で
す
」
と
福
非
さ
ん
。
ぽ
ぽ
ク
ラ
ブ
の
蒔
い
た
種

は
地
域
で
確
実
に
芽
を
吹
き
始
め
て
い
ま
す
。

（
珊
務
局
地
川
勝
）

輝
い
て
い
ま
す

室
詞
Ｐ
三
‐
☆
』
Ｚ
『
門
詞
く
。
蜜
迄

ｅ左から、久木さん、福井さん

せ
る
必
要
が
あ
る
と
揃
感
。
共
通
の
思
い
を
抱
く
．
一

人
が
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ぽ
ぽ
ハ
ウ
ス
で
川
会
い
葱
気
投
合
し
、

思
い
を
実
現
す
べ
く
準
備
を
進
め
ま
し
た
。
そ
し
て

一
九
九
九
年
九
月
に
、
遊
び
を
通
し
て
人
と
の
ふ
れ

あ
い
や
豊
か
な
体
験
を
経
験
で
き
る
場
を
提
供
す
る

「
ぽ
ぽ
ク
ラ
ブ
」
と
し
て
活
動
を
始
め
ま
し
た
。

「
ぽ
ぽ
ク
ラ
ブ
」
は
当
初
、
子
ど
も
を
活
動
の
中

心
に
脳
い
て
い
ま
し
た
が
、
続
け
て
い
く
中
で
、
お

母
さ
ん
の
思
い
が
子
ど
も
に
強
く
影
響
を
与
え
る
こ

と
に
気
づ
き
、
親
子
の
関
係
を
重
視
し
、
お
母
さ
ん

に
い
き
い
き
し
て
も
ら
う
活
動
に
変
わ
っ
て
き
ま
し

た
。
「
こ
こ
に
来
る
と
お
隊
さ
ん
は
徹
底
し
て
子
ど

も
と
過
ご
し
ま
す
。
お
母
さ
ん
が
は
じ
け
る
と
、
子

ど
も
も
す
ご
く
変
わ
り
ま
す
」
と
久
木
さ
ん
。
ク
リ

ス
マ
ス
会
な
ど
で
は
、
お
二
人
が
雛
く
ほ
ど
、
お
母

さ
ん
た
ち
が
子
ど
も
た
ち
以
上
に
い
き
い
き
と
「
な

ぞ
な
ぞ
遊
び
」
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。



③2004年１２月発行でVOL85となった
■

１.み－なびわ湖から…』。

【文化９長浜み～な編集室文化滋賀会館ｼﾈﾏﾎー ﾙﾌｱﾝｸﾗプ
Ｆ一

湖
北
か
ら
『
顔
の
見
え
る
』
情
報
を

発
信
し
続
け
る

い
で
い
ま
す
。
二
つ
め
は
『
シ
ネ
マ
塾
』

事
業
。
人
と
ま
ち
を
つ
な
げ
る
試
み
と

し
て
、
将
来
は
参
加
蒋
に
よ
る
映
像
づ

く
り
も
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。
三
つ
Ⅱ

が
一
．
シ
ネ
カ
フ
ェ
』
躯
業
。
映
耐
上
映

に
あ
わ
せ
て
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
を
開
設

し
、
人
と
ひ
と
を
つ
な
ぐ
場
を
提
供
し

よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。
昨
年
は
「
昭

和
レ
ト
ロ
映
画
祭
」
に
あ
わ
せ
て
開
設

②広報誌「CINEBRAl

平
成
元
年
の
創
刊
号
か
ら
平
成
十
七
年
の
現
在
に

い
た
る
ま
で
隔
月
で
発
行
し
八
十
五
号
を
迎
え
た

『
み
～
な
び
わ
湖
か
ら
』
！
毎
号
情
報
が
ぎ
っ

し
り
で
す
。
ま
る
で
「
湖
北
の
両
科
小
典
」
。
特
集

タ
イ
ト
ル
で
郷
土
へ
の
こ
だ
わ
り
と
愛
を
感
じ
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

『
み
－
な
』
発
刊
当
時
、
長
浜
の
町
は
古
い
銀
行

の
建
物
を
売
却
す
る
か
、
保
存
す
る
か
で
揺
れ
て
い

ま
し
た
。
町
の
元
気
を
取
り
戻
す
起
爆
剤
と
し
て
の

情
報
誌
を
、
と
い
う
空
気
が
あ
っ
た
そ
う
で
す
。
み

ん
な
で
共
有
し
た
い
．
発
信
し
た
い
情
報
、
そ
れ
ら

を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
作
ろ
う
、
と
創
刊
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
の
『
み
－
な
．
一
は
、
専
従
の
編
集
長
小
西
光
代

さ
ん
と
事
務
担
当
の
方
、
そ
し
て
約
十
名
の
編
集
ボ

全
国
で
も
珍
し
い
公
設
民
営
方
式
の

シ
ネ
マ
ホ
ー
ル
を
運
営

１
１
１
ク
ヘ
イ
ケ
『
、
胆
拓
雌
ハ
コ
】
に
刀
ｖ
』
グ
マ
、
》
、
プ
ハ
ョ
・
肌
ゲ
ー
‐
エ
て
ず
七
『
Ｊ
く
』
く

た
が
、
財
政
雌
か
ら
閉
館
の
危
機
に
。

「
シ
ネ
マ
ホ
ー
ル
が
な
く
な
る
と
滋
賀

会
館
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
」
と
シ
ネ

マ
ホ
ー
ル
の
継
続
の
た
め
に
有
志
と
と

も
に
関
係
機
関
へ
極
談
判
。
そ
の
後

「
滋
賀
会
館
シ
ネ
マ
ホ
ー
ル
フ
ァ
ン
ク

ラ
ブ
」
（
シ
ネ
フ
ァ
ン
ク
）
を
立
ち
上

げ
、
全
脚
で
も
珍
し
い
公
設
民
営
方
式

で
シ
ネ
マ
ホ
ー
ル
の
遮
営
を
担
う
こ
と

「
滋
賀
会
館
と
は
一
歳
違
い
で
、
近
所
に
住
ん
で

い
た
の
で
よ
く
こ
こ
で
遊
び
ま
し
た
」
と
シ
ネ
フ
ァ

ン
ク
代
表
の
中
川
さ
ん
。
滋
賀
会
館
シ
ネ
マ
ホ
ー
ル

は
一
九
九
近
年
に
公
殻
の
映
伽
館
と
し
て
デ
ビ
ュ

ー
。
名
画
好
き
の
フ
ァ
ン
か
ら
支
持
さ
れ
て
き
ま
し

謹
零

[ｉｍｈｍ
－－ｂ位や■－＝上畢■ｍ ｅロロ国

時ぁZ1o膚B野７
詞ｆｒ式号一歩耳沙鹿

Ｐ一声一幸⑭ｂ１

ラ
ン
テ
ィ
ァ
が
企
画
か
ら
関
わ
り
交
代
で
取
材
・
記

耶
を
批
当
し
て
い
ま
す
。
ほ
か
に
も
、
博
物
館
の
学

芸
員
さ
ん
や
環
境
団
体
の
代
表
の
執
筆
も
あ
り
、
人

と
人
と
の
つ
な
が
り
が
、
斑
か
な
紙
面
づ
く
り
に
つ

に
な
り
ま
し
た
。
現
在
一
．
シ
ネ
フ
ァ
ン
ク
ー
は
シ
ネ

マ
ホ
ー
ル
の
巡
営
を
中
心
に
三
つ
の
聯
業
を
展
開
し

て
い
ま
す
。
一
つ
は
『
メ
デ
ィ
ア
事
業
』
。
壁
新
聞

「
Ｃ
ｉ
ｎ
ｅ
ｌ
Ｃ
ｈ
ａ
」
や
広
報
誌
「
Ｃ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
Ｂ

Ｒ
Ａ
」
を
発
行
し
、
映
画
と
人
と
の
出
会
い
を
つ
な

？

、編集長の小西さん

な
が
っ
て
い
る
そ
う

で
す
。
黄
金
面
は
み

ー
な
協
会
の
会
員
企

業
・
店
舗
が
分
担
。

行
政
か
ら
の
援
助
は

全
く
受
け
て
い
ま
せ

ん
。

ｈ

長浜み～な編集室
緩集人③小西光代

創刊ｅ1989年７月

連絡先、長浜市元浜町6-14

TEL：0749-63-0317

FAX：0749-630400

ＵＲＬ：http:"ｗｗｗ,biwane､ip/~miina／

、

ＴＳＵＮＡＭＩ被災国復興支援上映

｢シネマエイド（ClNEMAAlD>」
は、３月20日く日）・２１日（祝〉

の両日行います。上映作品は「地

球で簸後のふたり」「スリランカ

の愛と別れ」など5本。詳しくは

お問い合わせください。
ノ

｜
‐
ま
だ
、
こ
ん
な
知
ら
な
い
も
の
が
あ
っ
た
の
か
、

と
い
う
出
会
い
が
あ
り
、
そ
の
お
も
し
ろ
さ
で
続
い

て
き
ま
し
た
。
当
而
の
Ⅱ
標
は
百
号
の
発
行
で
す
」

と
小
西
さ
ん
は
目
を
輝
か
せ
な
が
ら
答
え
て
く
れ
ま

し
た
。
『
み
－
な
』
の
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
は
「
知
っ
て

る
つ
も
り
の
再
発
見
」
。
紙
而
に
は
湖
北
に
馨
ら
す

皆
さ
ん
の
気
取
ら
な
い
笑
顔
満
戦
で
す
。
ぜ
ひ
読
ん

で
み
て
く
だ
さ
い
。

（
締
集
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
幡
郁
枝
）
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【新聞を制作するにあたっての要点】

[細集において］［レイアウトにおいて］

国新聞タイトルは、発行者の団体名■タイトル回りは目立つようにデザ

を直接的につけず、明るく、興味インを考える。

をひきつけるようなタイトルにす四表面はできるだけ、人の目を引く内

る ・容をレイアウトする。（例えば写真

■コミュニティー誌の編集は「特で見せる内容）※多くの人に手に取
集・シリーズ・インフオメーショって見てもらえることが大事。

ン」の【項目づくり3つの基本】回文字だけで埋めるのではなく、写典
をおさえる。やイラストを取り入れる。（表紙側

回各コーナーのタイトルを決め、読になる面はなるべく、写真やイラス

者にコーナーへの期待感を持たせ卜などのビジュアルをおく）
る。（年に数回発行の場合）回縦書きの段組も横書きの段組も

また、タイトルはなるべく柔らか「縦書き、揃審きでなければなら
いコピーで心掛ける。ない」という固定観念はなくし、

■タイトルのほか、リードやキャッコーナーによっては縦書き、横番

チで本文を読ませる工夫を心掛けきと変化をつける。

る。（本文が長い場合は、ところ皿タイトル、リード、本文コピーの
どころに「キャッチ」をつける）字の大きさや太さを変えるように

回なるべく報告だけに留まらず、取心がける。
材を含めた内容にする。（人を登回シリーズものはなるべく、レイア
場 させる)。ウトの位慨を決め、毎回同じ場所

で固定する。

で

ＯＮ］ＬＹＯＮ］Ｅ
剛オリジナルな文章を！

あくまでもオリジナルな文牽に心掛けましょう。涜料を川い
た文章も必要な場合もありますが、コミュニティー誌は、茜き
手が身近にいてしっかり兄える新聞です。ｉiドき手の人柄など-1.
分に見えてくる文章、気取らずに杵段着の''1分の言葉を活字に
することで、多くの人の共感を呼べるはずです。特に取材をさ
れる場合は、ありきたりな賀間にならず、n分が今まで培って

きた様々 な経験や考えを柑手にぶつけながら取材するのも、イ１１
手から深みのある爵葉を聞き出す手段となるはずです。構えず
11分にしかできない冊性的な新聞を作ってください。

【問】びわこ市民研究所「意見箱当
iken＠shiminken,ｎｅｔ

NPO法人三方よし研究所「近江の商人屋敷と旧街道」

定価：1,890円
【問】サンライズ出版
TEL：0749-22-0627ＦＡＸ：0749-23-7720

動を続けているのがNPO法人「三方よし研究所」です。

その活動の一環として、滋賀県内の旧街道沿いなどに残る

近江商人屋敷と代表的な近江商人の業績を紹介する本「近江

の商人屋敷と旧街道」が出版されました。カラー写真をふん

だんに使い、近江八幡や五個荘、日野、豊郷といった近江商

人のふるさとの今と昔を案内してくれます。思わず歴史探訪

に出かけたくなる１冊です。

リ,レーエッセイ『
人
生
を
『
攻
め
』

三
宅
春
代
さ
ん
で
す
。

視覚障害の伴走

一色三郎さん

次
回
は
８
年
前
彦
根
で
初
め
て
サ
ロ
ン
を
開
い
た

近江に本店を置き、日本全国で活躍

した近江商人。その経営理念は「売り

手よし」「買い手よし」「世間よし」の

｢三方よし」と言われ、今のビジネスの

中でも生きる先進的な考え方として見

直されています。この近江商人の「三

方よし」の精神を、企業経営や社会活

動の中に広く浸透させていこうと、活

PC法人「三方よし研究所」です。

■

－－

人生での折り返し点を過ぎ後半の部に差し掛か

った今､自分は何ができるのかを探していく中で、

視覚障害者との出会いがありました。音訳養成講

座で視覚障害者センターを知り、そこからマラソ

ン活動をしている「びわこタイマーズ」に入部し

て３年半。一本のロープを介して二人の気持が一

つにならないと４２kｍを走り切ることはできませ

ん。ローブはお互いが引張りあうものでなく中央

が弛んだ時は一番理想の力関係です。この関係は

自分を取り巻く家族、地域、仲間などでも大事で

ありお互いが思いやりを持って楽しい余生を送り

たいものです。そして常に前へ前へとチャレンジ

する気持を忘れず人生を「攻め」続けたいと思い

ます。

続
け
た
い
』

○J）
NPO団体が開発した人や自然にやさしい商品をご紹介１

ＮＰＯ法人三方よし研究所
「近江の商人屋敷と旧街道」

持っていながら、NPO同士は△京都嵯峨芸術大学｢ヨシプロジ

意外にも排他的でなかなか協エクト」によるヨｼ刈り。
働の道を歩み出せないというジレンマを抱えています。そ

んな壁を打ち破る手法として、菱川さんのようにどこの団

体にも属さない「新しい人」が「つなぎ手」に徹し陪者

とNPO」や「NPOとNPO」をつなぐ‘‘お節介ばあさん'，

的役割が有効で、自発的な関係性へと継続されていくので

す。

現在、東近江流域では旧来の地縁型コミュニティと新し

いNPOのコミュニティが手を携え、協働の動きが生まれ

てきたところです。背景には学生環境グループ「水人」や

｢ヨシプロジエクト」の活躍があることも見逃せません。

あなたも、琵琶湖流域から将来的には地球全体の流域につ

ながるコミュニティを目指した「びわこ市民研究所」にぜ

ひご参加を！

スローグッズ探検隊に対１で意見が分かれた時にも

少数意見を無視せず、生かす

道を拓く“同じ釜の飯的コミ

ュニティ‘’を見直したいとい

う思いからです。本来、環境

保全という点では同じ目的を

持っていながら、ＮＰＯ同士は
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[2］リード、キャッチの作成

各コーナーの文章ができた段階で、次にすることは、それぞれ
の文普のリードとキャッチの作成です。興味のない人が目に留め
て読む新聞として作成するためには、だらだらとコピーを響いて
褐戦しているだけでは誰も読みません。新聞で．,.『うのなら大きな
兇出しや、小見出しが必要です。文章を簡潔な言葉で表すコピー

字

ｗ
一
一
》 寸

市民活動を元気にする情報コーナ

をレイアウトの配分と見合わせながら作成してください。

淵計寒･ｿ1-講座

２００１年８月にホームページ「びわこ市民研究所」がオ

ープンしました。コンテンツはびわ湖大花火大会のゴミ問

題から始まった「ゴミ調査」研究や、県内で環境を楽しく

伝えてくれる「おもしろエコびと」など。ヨシ博士の西川

嘉匿さんらを発掘して話題を呼び、３０余の研究室が次々

と誕生しました。もともと、NTT生活環境研究所と滋賀

県の共同プロジェクトで、2003年末に多くの成果を出し

一旦終了。しかし「地域の市民・ＮＰＯ・企業などが“協

働”の実現を夢見て立ち上げてきたプロジェクトを、夢半

酉、．

画写真キャプションの作成

最後のコピーとして必要なのが写真の説明コピーです。単にビ
ジュアルとして写真を配慨するだけでもいいですが、ミニコミ誌

は全てがWi報なので、できたら写真の説明も加える方が親切です。

コピーのポイントはあくまでも完結に説明することです。例えば

｢○○○をしているところ」「○○の風餓」など。また、本文に渦
紋できなかったことで、ここは必要だと思うコピーを写真キャブ

☆TDPICS☆；コピー
‘山は泣いてばろ－

､市民活動の情報発信のためのアドバイス５
☆ご意見､ご質問を受け付けています。

■■画

三宅詞

【VOL､６文章の作成とフイニッシュ】

2建国

ションに綴き換えてもいいでしょう。
ｍ本文コピーの作成（文字数を決めて書く、または依頼する）

前回の「レイアウトの作成」から、新聞のイメージを頭におい

て、文章の作成をすすめていきます。レイアウトが決まっている

ので、文字数の鐘もだいたい分かります。漠然と評くのではなく

文字数を決めて響きましょう。特に人に依頼する場合、文字数の

鑓は重要です。書いてもらっても、レイアウト内に収まらない文

峨･Iltだと、再度、依頼人に文承をお願いすることになりますし、

自分たちでコピーを削除（リライト）するにしても、無駄な時間

を班やすことになります。何かと忙しい牌さま方が作る新聞です

ので、スムーズに原稿が埋まるように効率的に進めていきましょ

う。（難リード、キャッチ､写真配分を考えて本文コピーの量も決めてくだ

さい。リード、キャッチについては右記で説明）

[3つの文章制作］

＜その1＞取材をして文章を書くくその2＞資料や自分の経験を元に文章を書く

くその3＞人に執筆を依頼する。

新聞タイトル
[一つのコーナに必要なコピー］

A/ﾖﾆ手二総ルＩＢ／リード

難子翌寧Ｉ
Ｃ／キャッチ

本文内につける小見出し

（段落事に入れる見出し。

本文が長い場合に必要）

D／本文コピー

本文全体

E／写真キャプション

一

ノ
P』

四
国
匡
旦
畷

し
。
』

△「いのちを豊かにする食の会」工国』。
．料理教室に学生NPOが参加。

ばに終らせたくない」との声が上がり、暫定編集長の菱川

さんが自分の勤務する会社に活動を認めてもらい、多くの

方の協力のもと、運営を再開させました。

研究員の似顔絵をあしらった顔の見えるページやワクワ

ク感のある温もりのある運営が評判を呼び、毎月4万件の

アクセスがある人気サイト。環境のポータル的な役割を果

たしつつ、環境や暮らしのために行動するコミュニティを

育てるのがねらいです。「ウェブはあくまでツールで目的

ではない｡大切なのはフィールドに出て自ら考え､行動し、

問題を解決していく力を身につけることです｣。

顔の見える関係にこだわるもう一つの理由は、例えば９

琵琶湖から迦界へ､自衛で考え､行動し、
脚題を解決する｢新しい人｣を輩鵬したい。

I／I／

△顔の見えるびわこ市民研トップページ、

雪￥

△暫定編集長の菱川貞義さん

…………………………びわこ市民研究所http://wwwshiminkennet／

△安土西の湖観光の船頭さん、奥田
修三さんによる「西の湖探検学
習｣。

李電

び初ご帝国砺雰妬
一一一曲■＝▲一心＝

、

畷
Ｉ

蕊
グ

Ｉ
Ⅱ1．

己デー了-F一二。
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滋賀会館シネマホール３月の上映予定

日時･場所｡問合せ先等を明記の上､４月8日までに
Eメール､FAXまたは郵便でセンターまでお寄せください。

⑨平成１７年度公益信託自然保護ボランティアファンド活動助成⑤

●助成の趣旨と対象活動⑳国立公園及び国定公園の自然保護上､重要な地域に。
●おける自然畷境の保全に資する実践的活動で地域の理解や参加協力を得ら。
⑭れる広範なボランティア活動であること｡特に大勢の人たちが参加できる機●

・会を提供する活動や次の世代を担う子供たちを対象とした活動の実践を期待。。
．たとえば… ●

・自然公園の美化清掃活動

●・高山植物などの植生復元活動や野生生物の生育環境保全活動●
＠．登山道､探勝路､園地などの利用環境の維持活動、

＠．公園を訪れる利用者への自然解説などの自然ふれあいの推進活動 ｡

・助成対象団体②助成の趣旨に合致し､かつ次の条件を満たす団体とします。．
・営利を目的としないこと。

Ｄ・会則もしくは一定のルールを持ち､代表者等の定めがあること。｡

Ｄ・団体の構成､役員､選任方法等の事業運営に重要な事項が､特定の者等の意●

、志に従わずに決定､運営されること。 ●

．申請団体(協議会)に､(財)自然公園財団(本部または支部)か地元自治体(関係｡
●機関を含む)または学識経験者のいずれかが構成員として参加していること。
●・環境省地区自然保護事務所または都道府県庁の自然保護担当部局の推薦を｡
｡受けられること。、

●応募方法等⑧所定の申請書類を作成し､推薦者経由で提出していただきます。●

･騨鰹W慧鐘W駕蓋鷲てください｡応募に関する全てのこ･
＠締切⑥平成１７年度の助成申請書類は平成17年４月8日(金)必着でお願いします。、
｡【問】(財)自然公園財団自然保護ボランティアファンド担当●

●住所:〒105000ｓ東京都港区西新橋２－１１－６ニュー西新橋ビル８Ｆ ●

TEL:Ｏ３－Ｂ５ｇ２－１１７１ＦＡＸ:Ｏ３－Ｂ５ｇ２－１１７５
｡

｡ＵＲＬ:http://www､bes,orjp／
● ｡

｡③、⑤ 匂｡｡④◎の、④○秒｡◎Ｃ⑤｡｡、＠句｡｡｡｡②｡｡⑤鈴含㈲⑨｡⑤⑧②＠国抄、Ｏ

●

:藤本倫子熊'職鋤助職 、

●助成の対象、日本国内における自発的で､継続的な環境教育や地域における環境●

･濡裟諜蕊瓢零ﾘW;薦灘鱒う芯形態の活動です｡。
●

●．会員以外の一般市民の協力､参加が得られ､効果が十分期待できること。
●(2)普及啓発活動●
●（環境講座･教室の開催､パンフレットの作成､広報誌の作成､教育教材の作成等）、

・啓発効果が十分期待でき､広報資料･図書等の配布方法等が適切であること。。
●(3)調査活動(野生生物の調査､水質等の調査.分析､環境情報の収集,提供等

●
●助成申請者の資格③次の(1)(2)の条件を満たすものとします。
｡（１）日本国内において､環境教育や地域の環境保全活動を行う営利を目的と｡
、しない団体または個人であり､団体の場合は主として一般市民により構成され●

･塁;鯉溌龍墓t誉駕艦需環境教育や地域の環境際｡
●(2)日本国内の団体又は個人からの推薦があること。（推薦者は､団体にあつ●
＠ては公共機関､環境関係団体等の役職者､個人にあっては環境問題に造詣が●

●深い学識者又は関連分野の専門家等､ただし申請団体内部者を除きます）●

｡i灘撫溌繍鹿胤悪難麓駕曽雛繍す｡。
●

●．助成要望額と比較して年間の予算規模が多い団体
●・活動経費の大半が自治体等の公的機関から交付の補助金等でまかなわれている団体●
、助成金の申請･募集期間③第２回:４月１日～５月23日/第３回:６月１日～８月22日＠

.繍鱒蕊蕊薫:難篭I謹鱗謡慧講繍。
、当協会のホームページに掲載されていますが､郵送を希望される場合は､住所、●
●氏名､電話番号を記入し､200円切手を貼った返信用封筒(角2)を同封のうえ、●
●当基金運営管理委員会率務局(下記住所)宛にお送りください。申請は､助●

･窯琴懲i繍駕畠i鵠ｿ繍震i露騨噸繍零°
●助成金申請書(推薦書を含む)は所定の書式により行ってください。助成ｅ
●金申請書は､黒又は青ボールペンで記入してください。（鉛筆は不可）助成ｅ
●金申請者及び推薦者の署名は､原則として自蕊でお願いします。提出された０

．W蕊繍,雲繍畠『切返却いたしません。 c

c
●「藤本倫子環境保全活動助成基金｣運営管理委員会蕊務局
●住所:〒106-ＯＯ４１東京都港区麻布台1-11-9プライム神谷町ビル2ＦＱ
、TEL:ＯＢ－５１１４－１２５１ＦＡＸ:Ｏ３－５１１４－１２５０Ｃ

ｏＵＲＬ:http://wwwjeas､orjp g

｢モーターサイクル･ダイアリーズ｣
３月15日(火)～19日(土)13:10/18:3０
３月23日(水)~27日(日)16:００
明29日(火)~４月3日(日)10:00/19:２０

i､父､帰る』
３月23日(水)~27日(日)10:5０
３月29日(Ⅷ~４月3日旧)12:20/17:１０

『血と骨』
３月23日(水)~27日(日)13110/18:3Ｃ
３月29日(火)~４月3日旧)14:3０
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お知らせ

地域情報紙『み～なびわ湖から。。。』バックナンバー紹介

今回｢きらりＮＰＯ｣で取り上げた｢長浜み～な編集室｣が発行している｢み～

なびわ湖から…」のバックナンバーをご紹介します｡購入ご希望の方は下

記へお問い合わせください。

定価②1冊4BO円

図長浜み～な編集室TEL:O74g-63-O317／FAX:O74g-63-O400

(②売り切れ☆残部僅少）４４「湖北歳時記１

０『よみがえった黒壁.'＠４５「くらしのお師匠さん』

１『アート＆八一卜｣☆４６「メロディが聴こえる･･･』

２「湖北のメルヘン｣●４７『お蔵拝見』

３「｢蜜｣のこと｣☆４Ｂ「慶雲館再発見』
４『曳山まつり』●４９「薬になるお話』

５『雨を楽しく』●５０１和菓子の恩』

６「水のこと』●５１『焼き物三昧」
７『手づくり万歳』５２『智恵袋を買いに』
Ｂ 『 湖 北 の 味 ｣ ● ５ ３ 『 特 産 品 て ん こ 盛 り ｣ ☆
９『湖北発Midnightj５４『大正浪織

１０「ぼくら湖北っ子｣●５５１．読んでみ～な見てみ～な』

１１「大通寺と暑中さん』●５６『春になれば…」
１２『湖北の道｣●５７『謎解き米原駅』☆
１３『湖北の赤を探る｣１５８「津々うらら』
１４「伊吹山文化圏を探る』☆５９「きものよきもの」
１５『湖北の民家」６０「民話と語り」

１６１.湖北の樹木たち』６１「二○○○年は龍の年ｊ
ｌ７「湖北を流れる川.ｌ６２ｒ湖北麺紀行』
1Ｂｒ風流へのいざない』☆６３『今こそ石田三成』☆
１９「お酒を楽しむ』６４『絵のあるまち絵になるまち」
２０「湖北に生きる顔』６５「御目見得1曳山博物館」
２１「裸でつきあう」６６『めつちや１０代ｊ
２２「絹を味わう」６７『黒壁20011☆
２Ｓ「彦根･長浜二都物語！６８「わたしの小学校』
２４『音を楽しむ」６９「鎮守の森はふるさとの杜」・
２５「渡り鳥とびわ湖』７０『地球を歩く人たち」
２６「見せて候』７１『アクティブ"夢～舞めんと''1」
２７「春ほんのり桜いろ』７２『科学する町･国友ｊ
２Ｂ「渡来･東西!』７３１.湖北の光に遊ぶ.１
２９『ワクワク地蔵盆!』７４ｌ湧くわくさめがい水は醒井にありｊ
ＢＯｒ金偏を探せ!』７５「草野川上流ものがたり』
３１『昼めし｡どきどき｣☆７６１｢20歳を迎える長浜城』
８２『いちについて」７７「アンティークきのもと』
３３「余呉湖へようこそ』７８『びわ湖と魚１
３４「風にさそわれ中山道水めぐり｣☆７９『彦根へ行これ』
３５「お参りやす1観音の里へ』●８０『秀吉さんのまち探検ｊ
３６ｒなるほど･ザ･西浅井｣●Ｂ１「湖北の近代化遺産」
８７『商売繁盛み－んな繁盛」Ｂ２『風景の中の遺産』
３８『やっぱり太閤さん｣☆Ｂａ『観音の里十一面観光』☆
３９「古代は近江町から始まる』８４「十里街道職人まち」
４０『悩報発信ピピピのバツ!』８５「福の神や～い111
４１「湖北の夏は竹島』

４２『もっと木之本』☆
４８『あじわい円熟小堀遠州公j●

燕臓間などが変更される埋合があります。

、

５月｡６月の掲示板情報募集中！

『ﾀー ﾝﾚﾌﾄ･ターンﾗｲﾄ」
３月9日(水)～13日(日)12:30/19:３０

『やさしい嘘』
３月9日(水)～13日(日)10:30/17:3Ｃ

ｒ悲情城市』
３月9日(水)～13日(日)14:3０

３月15日(火)～19日(土)10:１５

『ワイルド･パンチ』
３月15日(火)～19日(土)15:4０

◆リクエスト受付中１駕繍によって鍵なります
上映してほしい作品名と住所､氏名、毎週水Wi日1,000円均一サービス
電話番号を記入の上､八ガキ､フアツ・毎週木・金曜日の初回＆

ｸｽ､または龍子ﾒーﾙで淡海ﾈｯﾄ福[R;勢淫鴎智９円均一ｻービｽ
ワークセンターまでお送りください。滋賀会館シネマホール

ジ

お知らせ

寺



イベント

●ビデオシアター

●＞３月19日(土）１０:00~／14:00～

●内容③｢アイ･ラブ･ユー｣（1999･日本）
●場所●県立男女共同参画センター
●視聴覚室※入場無料

●【問】滋賀県立男女共同参画センター

・TEL:Ｏ７４８－３７－３７５１
⑪ ⑤｡｡ ◎ ｐ ｑ ｐ

●

・第１３回びわ湖長浜
，ツーデーマーチ参加者募集
●し５月１４日(土)１５日（日）

、（雨天決行､１日だけの参加も可）
●内容③びわ湖長浜ツーデーマーチは、

●豊かな自然や歴史･文化の宝庫であ

･霊際腰蓑悪鵬：
●て歩いていただくことにより､健康・
●体力づくりはもちろん､ウオーカー仲

●間や地元住民との交流とふれあいの

｡警撫繍向鰯腰程
＠名が辻｣(原作:司馬遼太郎)の主人公
●「山内一豊と妻千代｣の物語の舞台

●やかつて英雄たちが駆け抜けていつ

･繍鴬雲瀧婆|駕冒
●申込方法③参加申込醤と参加斑を添
●えて下記の方法でお申込みください。

｡（１）最寄りの郵便局からの郵便振

o溌重鵜は定額小為替によ
●る郵送による申込み。
●(3)実行委員会事務局(長浜市民会

●館内)へ持参しての申込み。

°慈鯉鑑:|識|蕊月2二
０日(金)受付分までとなります。
３※コース詳細等については事務局

、へお問い合わせください。

，ｉＬ農難蓄ﾂーデーﾏーﾁ雲
り住所:〒５２Ｓ－ＯＢ３１長浜市宮司町

p１２００番地(長浜市民会館内）

BTELIO749645151FAX:0749.64.5152

助成金情報

３．４月
ここに掲載できなかった情報はセンターホームページに掲載しています。http:"www・biwa､nejp/~ohmi-net
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りし〃ﾘピﾝグ，ｳｲﾙ議臓ｾﾝﾀー 龍
９

内容④リビング･ウイル(尊厳死の宣
旬＝ﾓT､、へ可琶コヮヘリL､＝｡．,T,＝な＝圭丁宮些陛

土山･春の作業参加者募集ロ言蜜)の理念や登録の手続き､現状
、や今後の動向､さらにホスピスへの

＞３月１Ｂ日(金)～２１日（月）、入所等についての情報を平易に常

内容｡植林作業とポﾘﾈﾂﾄを便つ｡:繍蕊i鱒嘉設
た食害防除作業を行います。 ｡【問】しがﾘビﾝク.ｳｲﾙ踊話相談ｾﾝﾀー
場所③甲賀市土山町ｅTEL･FAX:O77-522-6Bg7

参加費②6.000円 ＠。。
【問】かもしかの会関西事務局

●みんなで耕す(小)学校TEL:Ｏ７５－５０２－４２５５

ｅ－ｍａｉｌ:serow＠pu｢e､nejp ●草の鵬業小報2005年鯵力暗募集
●

、内容ｅ農場は栗東市荒張｡栗東イン
栗東自然観察の森｡講座案内

・総撫認灘脇
☆平成'７年度ネイチヤーボランテイ・野菜や穀物を栽培します。
アレンジャー(NVR）

●開講日．毎週日曜日｡３月から１２月
養成講座受講生募集

内容・自然の見方.調べ方.楽しみ、までの期間､ほぼ毎週開講します。

方の研修を通して自然鵬説書を盤｡麓瀧駕も､また乳児同際
成します。興味のある方は是非お問●参加費、1組5名まで､年間38,000円｡掌
い合わせください。

●身参加は､年間28,000円。ｵﾆギﾘだけ詩
対象･定員③高校生以上･３０名

日程＠月２回､年間24回＠って参加してください。お昼の副食は折々

講座A(主慧塵輝2日曜日9:００~16:O○．窒繍憲蟹鮒誤謬
講座Ｂ(主に観察会)：

●－ルでご請求ください。
第４日曜日１３:ＯＯ～１６:ＯＯ

費用・年間２，Ｃｏｏ円（※講座内容●【問】草の根農業小学校
によって別に実費が必要）●住所:〒520.3003栗東市荒張1423-1

ＴＥＬ･ＦＡＸ:Ｏ７７－５５８－Ｏ３３９

申込期間③３月２６日(土)まで、URL:http://www4.ocnnejp（usanone／(※定員になり次第､締め切り）

☆ジｭﾆｱポﾗﾝﾃｨｱﾚﾝジｬー(JVR）● ｡｡■②②｡⑨⑥｡⑤｡｡ 。

＠
養成講座第１１期生募集

内容③自然の中での体験を通して、。あそびくらぶ参加者募集
人と自然の関わり方を学び､次代の●内容●"あそびぐらぶ"ではいろんな
環境リーダーを養成する講座

対象定員･小学4年生~中学生:黒磯誰職忌尋『
20名(先着順）

蕊篇｡雲…《…:篭瀧蕊
日程、主に毎月第２士醗白

申込期間●３月２ｓ日(±)まで（※・参加方法＠できるだけ軸にz漣絡ください。
定員になり次第､締め切り）

、活動場所⑨アートスベース｢陽なた村ｊ
【問】栗東自然観察の森

TEL:077石…喝。届慨凱ASN(ｶズﾝ）
FAX:Ｏ７７－５５４－１Ｓ６２ ⑤ＴＥＬ･ＦＡＸ:Ｏ７７－５３７－５ｇｇ２

ｅ－ｍａｉｌ:info＠casn､org

ｇ講演会｢7カ国語で話そう」Ｃ
Ｄ ６

．喜慈剛写幾ツク｡
●●☆３月１７日(木)１８:30～

Ｏ☆３月１９日(±)１４:OO～８

●場所②大津市ふれあいブラザ g

o謡誓鶏霊所ﾋｯ縦ﾌｧﾐﾘーｸﾗブ･
●TEL:O120557g761(平日9～１８:００）Ｇ
● ８
．⑥｡｡＠ ○Ｇ回｡

● ｇ

ｏ議会歴識．ひきこもりの‘
．早期回復を願って」 ８

，陰３月２６日(土)１３:３０～ ｇ

ｏ場所⑨ビアザ淡海203会議室 Ｑ

･譲駕照挫喜蝋運する‘
●神経症と薬剤の関わり」ｑ
●講師:成人病センター心療内科部長ｇ

●明神徹郎先生 ｇ

ｏ蕊Ｉ繍蟹'りの調回鮭願って｣‘
oGoodHeart滋賀代表加藤日出子８
｡【問】GoodHeart滋賀ｇ

●ＴＥＬ:Ｏ７７－５６７－１１６０ ｇ

●、｡｡｡心唇③⑥｡⑨ｏｏｏｎ０

｡「びわ湖の会｣創立１０周年記念８
，第１１回びわ湖問題講演会８

●し４月９日(±)１５:00～１６:５０６
｡

､鶏:灘懸鰯鳥Ｉ,細織軸：
●場所②ピアザ淡海2Ｆ207会議室Ｃ

Ｄ参加費⑨無料ｃ

・【問)びわ湖の会事務局 ８

TEL:077-524-6860(西田）
Ｏ Ｇ

｡｡｡｡＠⑨ ⑨｡｡。｡｡

● Ｃ

Ｏ講演会「じょうぶな子ど宅jをｇ
ｏ育てる食生活」 ６

，＞４月３日(日)１４:00～８

３講師､幕内秀夫氏 ｅ

ｐ場所③コラボしが21大会議室●

Ｂ参加費③前売800円当日1,000円●

、※託児あり(要申込）

,望繍食と子ど書の健睡考える：
ｐＴＥＬ･FAX:077-521-１６８６(進藤）●

９ ｍ、●

８
８
０
３
８
８
８
８
８
８
８
廿

零

イベント

TEL･FAX:077-521-1686(進藤）②（財)損保ジャパン記念財団
＠平成1フ年度ＮＰＯ法人設立資金助成司Ｏ

●

市民活動交流会

ばつ<織らん…｣：蕊蕊繍撫鵜亨撫繍
☆第１回／福祉･子育て鱈●助成金額。l件3o万円法人設立に必要な斑用であれば､使途は問わない。
日時ｅ３月１３日(日)１４:OO～ ●申し込み方法⑥
☆第２回／環境･まちづくり編

・墨蕊藤駕看護躍麓黙蕊嬢繍鼠｡その曝日時、３月26日(土)１４:００～

場所③いずれも明日都浜大津2Ｆ市民●ホームベージからの印刷(ダウンロード)も可。

活動交流サロン③（２）「申込書｣に内容記戦のうえ､申し込み期間内に事務局あて郵送する。
I問}大津NPOセンター ●申し込み期間③４月１日～４月３０日(当日消印有効）
TEL:Ｏ９０－１ｇＯ４－１１０４

ｏ鮮脇籍駕､繍駕|蕊6-,
●損保ジャパン本社ビル37階
●ＦＡＸ:Ｏ３－５３２２－５２５７

ＵＲＬ:http://www・sompo-japan,cojp/foundation／

●医をめぐる勉強会第１Ｂ回ｇ

●Ｉ眠りについて~その基礎と臨床~ｊｑ

●傍３月１３日（日）１３:30～６

｡内容、人生の三分の一は眠っている私達。Ｑ

●では､眠りとは何でしょう｡今回は睡眠が、

｡f語&罵蕊蕊M1騨妥‘
●ゲスト、粂和彦氏(熊本大学発生医ｇ
Ｄ学研究センター再建医学部門幹ｑ

ａ細胞 制 御 分 野 助 教授）６

.蕊:蕊篇貿ﾘ篭暫濡。
９【問】医をめぐる勉強会 Ｃ

ＤTEL:O74B-B3-Og24(中島）ｇ

ＤＵＲＬ:http://www５８.biglobene､ip/,y‐e
k3ze/iomegu｢uhtm

助成金情報
８
９

参加者募集

勉強会･交流会

,情 報 Ｂ ０ Ｘ
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頭例報告：Ｉ尼崎市女性・勤労婦人センター『トレビエ」

の1謹里運営」（仮題）
報告者：内田信子さん(NP雌A験頬錯ﾈｯﾄ融癖）
質疑･意見交換

◇主催：NPO法人市民がささえる市民活動ネットワー
ク滋賀（市民熱人）
淡海ネットワークセンター

◇参加澱:500円（iZZ1SI代）
※参加ご希望の方は、お名前､連絡先､所属、質問馴項
(あれば）をご記入のうえ、センターまでお申し込みく
ださい。

※プログラムは２月１０日現在のものです。今後、内容が
恋重される場合もあります。
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｢おうみ未来塾」第７期生塾生募集おうみ未来塾へのお誘い

・岸田ｊ更代(NPO法ノリ卜け一ｼｯプ･姉一ﾄｾｿﾀー 隠j霧】
ほか

◆カリキュラム

05年６月開罰式･記念罰演

塾長／日高敏隆氏(総合地球環境学研究所長）
・オリエンテーション(おうみ未癖撒蛍露員および6期生）
・おうみ末来塾生交流会

６月コミュニケーションづくり（ワークショッブ）
７月諦識「まちづくり概細
８月県内フィールドワーク，合宿
９月県内フィールドワークと講義

１０月県内フィールドワークと講蕊
１１月（１１月以降の溺師･会珊は､７期生と願務局で決定）
OS年１月～３月塾生ワーク２年目研究テーマ出し

４月～07年２月グループ研究活動と諦師招へい罰溌
９月頃グループ研究中間発表会

07年８月グループ研究成果発表会卒塾式など
(注）カリキュラム、講師などは、塾生が参加して決
定していきます。

Ｃおうみ未来塾への申し込み方法

第７期(2005年６月開講)へ入塾を希望される方は、
テーマ：「これからの社会と自然環境のかかわり刺に
ついて、考えることと取り組みたい抱負を800字程度に

書いて､以下のプロフィールを付記してお送りください。
（１）名前、性別、年齢（２）連絡先（住所、晒話、
FAXまたはemailアドレス）（３）勤務先または学校

名（４）地域活動の経験または所属の市民活動団体名

応募締め切り2005年４月20日（水）

●お申し込み・お問い合わせ先
淡海ネットワークセンター側団法人澗箇文化振興財団）
〒520.0801尤累市におの浜１．１．２０(ピｱザ淡海2階）
TEL：Ｏ７７－５２４Ｂ４４０ＦＡＸ：０７７－５２４８４４２

◆『おうみ未来塾ｊとは

市民活動やＮＰＯが社会的に力を付け、地域運営
の一翼を担う時代となった今､行政や企業とパートナ
ーシップを築きながら地域課題の解決に取り組む人が
求められています。

おうみ末来塾は、こうした新しい地域課題に取り

組む魅力ある新しい市民のリーダーI地域プロデュー
サー」が育つ塾を目指しています。おうみ未来塾は、
これまで既に５期約120名の卒塾生を錨出し、県内
各地域でi地域プロデューサー」を目指して活発な活
動を行っています。

●塾の特徴

（１）塾生の主徽的な参加による塾づくりを基本とします。

（２）地峨や分野を越えての多彩な塾生で構成します。
（３）魅による”|髄もったｶﾘｷｭﾗﾑづくり|こより側動議い訂。

（４）幅広いネットワークの形成を目指します。
（５）諦溌を聞き、実践例を学び､地域で実践します。

（６）２軸の活鋤うち‘畔はﾃー ﾏによるグﾙー 研究を行います。

今システム

塾の受酬期間は２年間（2005年６月～2007年３月

まで）です。概ね月１回の開肺を基本としながら、卒
塾生や各地のＮＰＯのリーダーと交流しながら、視

察研修､現地調査も行います。

●募築対象

１８歳以上で､地蹴社会の課題解決や市民活動に主体的
に取り組む意欲のある人20名～25名を予定(第７期）

●縄&』

２年間で２万円の塾参加費（年1万円）が必要です。

また、研修地までの交通灘、視察研修の斑用や交流会
参hI1斑などは自己負担です。

●塾生の決定

おうみ未来塾運営蚕員会の選考を経て、４月下旬に応
募者に結果をお知らせします。

●塾生の決定と蹄仙式
おうみ未来塾運営委員会の選考を経て、４月下旬に応
募者に結果をお知らせします。2005年６月初旬（±
陥日または日曜日。会場：大津市内）

●識而･指導者の予定(現役識などは2005年２月現在による）
・日高敏隆（塾長、総合地球環境学研究所長）
・北村裕明（滋賀大学副学長）

・岡崎昌之(法政大学現代福祉学部教授）
・辻川作男（おうみ未来塾１期生）
・織田直文（京都橘女子大学文化政策学部教授）
・藤坤絢子（滋賀県環境生活協同組合理顎長）
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編集後記

『み－な』は湖北の'情報源としてほんとに使

えるおもしろい雑誌なんです。今回、取材後に

個人的に年間購読料をお支払いしてきました。

次号から送られてくるのが楽しみ！

(編集ボランティア・幡）
●●●●｡g●●9｡●e●●■●●●●勺p●9｡●○句早●●句■●●Q①●●●●●O■●｡●｡●､合●申■●｡■●●｡･0台■

先日、大阪で開催された某官庁主催のＮＰＯ

フォーラムに参加しました。会場に入ると参加

者のほとんどがスーツ姿で、また蕊例報告を聞

いていて、ものすごい違和感が。これはあくま

でも「特定非営利活動」の事例報告で、「市民

(公益）活動」の紹介ではないことに気づいたと

同時に、会場を後にしました。ＮＰＯも百花瞭

乱。その中でやはり「市民（公益）活動」にこ

だわり、その活動をささえるセンターでありた

いと感じました。

(事務局六）
?｡②巴■■巾｡●●■●●■■■｡●●pqege●g●●■g甲■●｡■９９ひゅ■●ｐ■､■e■●凸●●■ｄｏ■●●●｡■●●■

私が訪問したとき「トレビエ」は多くの利用

者で賑わっていましたが、どんな団体が利用し

ているのか内田さんがほぼ把握されていたのに

感心。自分たちだけでなく利用者と一緒に運営

し活動しているんだという様子が伺えました。

ところで、指定管理者制度の対象となりうる県

壷施設の数は９２施設と公表されましたが、この

うち１３施設について県は廃止や移管の方針を示

しました。その他運営の見直しを検討されてい

る施設もあり、県政のなかの施設のあり方自体

が検討される時期に来ているようです。

(事務局笹山）
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琵琶湖

文化館びわ湖ホール

おうみネット特別作画

｢市民活動・ＮＰＯのための指定
管理者制度セミナー」開催

□
今回の「おうみネット」で特架した「指定管理者制園

について、より理解を深めていただくためにセミナーを

開催します。

◇日時:３月１８日（詞１３:３０～１６：１５

◇場所:滋賀県立県民交流ｾﾝﾀー 207釜渥
(大津市におの浜1-1-20ビアザ淡海2F）
◇内容:蕊率松共施設の露と市民活動｣(仮X、

諦師：後房雄さん（名古屋大学大学院法学研究科教授、
NPO法人市民ﾌｫー ﾗﾑ21前代表理”

Ⅱ

｜「おうみ末来塾｣洲生塾撚おうみ柵へのお認、Ｉ

pZmnJ

Ｑ１／滋賀の若者は元気だと思いますか？

ａはいｂ､いいえｃ､どちらでもない

Q2／働かない若者（二一卜）の原因は何だと
a､親ｂ大人社会ｃ､教育ｄ・本人ｅ・その他

■
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思いますか？
アンケートにご回答いただける方

は、性別・年齢をご記入の上、ハ

ガキ、ファックスまたは噸子メー

ルで下記までご送付ください。住

所・氏名をご記入いただいた方に

は抽選で粗品をプレゼントいたし

侭ます｡ｱﾝｹーﾄ締切:３月末日

Q3／滋賀県は若者に魅力があると思いますか？

ａはいｂ､いいえｃ､どちらでもない

Q4／若者が果たすべき社会的役割は？

ａスポーツ＆芸術ｂ・ボランティアｃファッションリーダーｄ起業ｅ・その他
Q5／今どきの若者をどう思いますか？

この柵子…ｲﾝｷ編よび喜生紙…し…I雲り|認F１
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◎無断転載を固くお断りします。

この情報誌は古紙配合率'００%再生紙を使用しています。Ｉご謹雪

■

淡海ネットワークセンター
(財)淡海文化振興財団

■〒５２０宮ＯＢＯ１大津市におの浜1-1唇２０

画ＴＥＬＯフフー５２４－Ｂ４４０国ＦＡＸＯ７７－５２４－Ｂ４４２

■http://www・biwaoneojp/~ohmi-net
■E-mail:ohmi-net＠ｍx・biwane・ｊｐ

ご利用日時③月曜日と祝日の翌日を除く毎日（１２/２９～1/Bを除く）
火～金曜日／ｇ:ＯＯ～１９:ＯＯ土・日曜日､祝日／g:OO～１７:ＯＯ

⑳淡海ﾈｯﾄﾜー ｸセンターのllW報交流誌｢おうみﾈｯﾄ｣は次のところに配布しています。
･各地城振興局､県民情報室､県内図諜館､琵琶湖博物館､男女共同参画センター､文化産業交流会館､陶芸の森、
草津まちづくりセンター､県社協ボランティアセンター､大津市生涯学習センター､さきらホール､滋捜銀行､滋賀県信氏
組合､郵便局(ボランティア貯金窓口)､公民館など

Ｉ名神大津ｌｃ

琵琶湖

:翼窒ﾐﾂｉﾗ：

Ｉ名神大津ｌｃ

大加

西閲

国道1号

NHK言一亀

、嚇一
8A読詮

国道1号

信鵬

架庁

ＪＲ逢琶湖綴ＪＲ逢琶湖綴

京阪脳所，
■ ●

職

５月号のアンケート


